
義を 1度で よいことに覆っているOそのためか受訴学生首数十^が一堂に満 ちて この時ばかDは

マスプロ大学昔ながらであ9,.教師稼業の実感が胸にせ号る｡

地理学巡検は今年の分をhれて 8回 目'2回ほど前か らなるべ く遠 tへ足をのばすよう心がけ

ているb 1945年度は中 ･南九叫 19占4年度は下北半島 をまわ'9た｡今年の夏はJ{ンバツア

イック･サイエンス･コングレスで日がとれjT,来春にでもと思ウて計画中であるO卒論題目もこ

れ･iでの定式を少 しづつはずしT, 地域の個有のテーマに重点を移す ことになったので,指導 も本

格化 しなければならず,成果 もグァラエティ忙富む様になるだろう｡7ィ-ル ドの過当は庵原山地

(静岡), 伊都盈均 .松本盆地北鞠 南瓢 土器川扇状地 (香川)a)5カ所であ9,嘩変 らず夏か

ら秋にかけこれらのフィール ドに瀕繁忙でかけることに漁る｡昨年暮に手に入れた トヨペット1コ

ロナも, よラや (4,000Knの線紋を街んだのて 大いに活用 したいと思っている｡

研究室の主な仕事叫 数年来ひきつづいている都市地盤調査に関連 した低地の研究 であD, 研究

生や大学院学生の助力を得てすすめている｡地図学演習では岡崎助手が細かい技術的指導tK:あたっ

てくれるので かなDの-ー ド･トレーニングを実行できるようにをってきた｡空中写真判読器材

も最近整ってさてお少, ステレオ トッ7, スケッチマス3-, Jlララ･'クスコンパ･-ダー も傭えら

れた｡蓄積のかなbある空中写真資料を活用する目的で,今年は地理学的判読に必要をステレオグ

ラムを多数作成 しようと目論んでいる｡そのためアサヒペン8ックスの複写装置を設備することに

した｡ (1966年5月29日)

☆ 正 井 春 夫

月日のたつのは早いものTq お茶大に専任として勤め出 してから もうすでに2年 もたった｡非

常勤の期間を含めると, 2年半経過したことになるO廊下をおそるおそる歩いていた時代は過 ぎ盲

っT,今 では平気を顔をして歩けるようになった｡ ｢時が解決する｣とい うのはこうい うととかと

思ったbする｡

最近略 ｢アメリカ地誌｣と r都市地理｣に重点をかいて研究を進めているが, 前者の方略 ､帰

国以来 5年半の年月がたった晩 もう爽感として調査研究をすることが困難になってきた｡アメリ

カに対する印象埠 主我的攻ものさも 客観的車乗となってしまいそうなのvq.皮相的な事象以外

忙ついて犠 7メI)カの研究をし夜い方がいいのではないかとも時折考えるように覆った.

そのようなこともあっち 最近は主 として ｢都市地理的Jなことに興味の対象を求めている｡

｢都市嘩割 でな(r都市地理的Jと書いた甲鴫 狭い意味での都市地理で改く,_農薬 .鼻吋-.工

業 ･地形 ･気侯 ･植生などを も含めて総合的を広い研究対象を指向しているか らである｡
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日華 の都市鴫 食塩 きわめで急速に変容しつつある｡人口都市集中, とく均 東京地域への集
I

中特あまbVこも顕著である｡武蔵野台地の都市化鴫 既に東京都の範囲をこえT,埼玉県南部へ急

速糾 申びている｡下播台均 相模原台地をどの台地の都市化 もまち きわめて急速である｡欧米のiL

都市ではあまb鎖薯でない沖積地の都市化も急速に発展 L, と(VC,川崎市や埼玉県南東部で大規

模を都市化が進んでいる｡ .

以上のように,洪棟台地と沖積低地の都市化鴫 都市化の普通の形態として見ることがで奉るが

J.:最近の大 きな僻散としち 丘陵地の都市化が考えられる｡ もちろん 第､2次大戦前から 丘陵地や

山地山麓部においても都市化が見られた｡-この瞬向qjT･とくに阪坤地域で頗琴であった｡ しかL,

現在で卓も 阪神地域はもとよb, 東京地域においても丘陵地の大規模な都市的開発が進められてい

る｡そのうち とくに有名をのは東京急行田騰都市線沿線の ｢多摩田園都市J開発である｡同じ東

京急行沿線の開発略 戦前の田圃粥布地区の開発があるカ～ 今回の鴫 大規模を地形の改変を伴う

という点に大きな特赦が見られる｡

千里ニューヂクンをは じ吟 現在関野 ･･計画中の多摩田園都市･多摩 ニュー8ウン･研究学園都

市･泉北--T3ウシ･高蔵寺ニユー4ウンなどは,蹄発する地形条鴨 都心よかの拒鞄 開発の

規鞠 都市祭親などにかい'T,戦前のものとは大き･･(異なっている｡

,これは欧米先進国が比較的最近経験 した巨大を都市化に似ているカi 日本のように高人口密度で

平遇地が相対的に乏しく, J異なった文化遺産をもつ国においT, これからどのような都市化を進め

るべきか&,われわ軒は考えてみる必要があろう｡

☆ 具 山 久 子

就任以来机の場所は変って も,決 して出ることのなかった第2研究竜%,最近遂に離れて,勿体

な(も渡辺先生と同竜に机を置(ことになbました｡ 目下のところは第 1研究垂と第2研究竜の両

棲勧物のよう夜あんばいですOこれは大学院がこの5月から発足しT,学生が2人入学 Ll その机

の置場所が必要になったこと, また昨秋から渡辺先生が文教育学部轟に在られたので 秘事 (教務

補佐員 )という毎日で本年卒業の高田和横言んが研究垂勤療にをられたためち 第2研究篭がややI

Over populatiぐnKなったからです｡本の貸出し､プリント作D, 資料の塵喝 電鞄 掃

除etc大いに手伝って頂いて研究竜 もにぎやかにをbました占研究竜に籍を置き乍ら研究にあせ

D熱心でをいというのはせことに申琴の夜いことですLl いろいろ体制のととのゥたところT,教
/

室の事務やその他の雑用の合間Vq 少 しずつでも勉強をつづけなければと息9ています｡
～

不惑の年をどといわれる40才にいつの間にかなゥでしま巧 健康診断で血圧を測 られて改めて
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